
建　物　名 設置場所 【自然排水量算出】 （最大汚水流出量の算定に係る資料、表４より記入）

大便器の種類と個数による(洗浄タンク・洗浄弁） ④ ⑤ ⑥

排水負荷単位計：③ ｆｕｄ ： 個 個 合計 個

ｆｕｄ　⇒ ℓ/s ① ｆｕｄ　⇒ ℓ/s ①

ｆｕｄ　⇒ ℓ/s ② ｆｕｄ　⇒ ℓ/s ②

（洗浄ﾀﾝｸ） ① ② ① ②'－①' ③－①'

ℓ/s +{（ ℓ/s - ℓ/s ）÷ ｆｕｄ）× ｆｕｄ}＝ ㍑/sec ⑦

個数 個数 個数 個数 個数 (洗浄弁） ① ② ① ②'－①' ③－①'

LT ℓ/s +{（ ℓ/s - ℓ/s ）÷ ｆｕｄ）× ｆｕｄ}＝ ㍑/sec ⑧

FV (洗浄ﾀﾝｸ） ⑦ ④ ⑥ （洗浄弁）⑧ ⑤ ⑥

（ ⑨

１.最大汚水流出量 ※⑨と（2）の内、大きい値＋（3）と（4）を比較し最大値とする ⑩

（1）　自然排水量 ⑨

（2）　昼間ポンプ吐出量 ：

ℓ/min÷60 sec　＝

（3）　固定排水量 ：

（4）　時間制御ポンプ吐出量 ：

２.基準控除水量 a,b,cの最大値 ㍑/sec ⑪

 （基準水量）  建物敷地面積 ： ㎡ ※建築物の「確認済証」による。1,000㎡以下は5ℓ/sとする

５ ℓ/s＋( ㎡－　１,０００㎡/　１,０００㎡　）×３ ℓ/s＝ 　 ㍑/sec
a

 （既存流出量） 旧建築敷地面積 ㎡ 旧基準水量 ㍑/sec
d

最大汚水流出量 ㍑/sec e 賦課対象水量（e-d） ㍑/sec f

（基準水量+賦課対象水量（a+f）） ＋ = ㍑/sec b

(最大汚水流出量算定通知書の値） ※条例施行規則第32条の規定による ㍑/sec c

※　接続負担金対象の有無 （最大汚水流出量） （基礎控除水量）

⑩ ㍑/sec ⑪ ㍑/sec

※　対象となった場合

㍑/sec - ㍑/sec ＝ ㍑/sec ≒ ㍑/sec ⑫ （小数第2位4捨5入）

汚水 ポンプ AM AM  AM4 ⑫ ㍑/sec × １８０（万円） ＝ 万円

ポンプ

ポンプ （1） ＝ fud ㍑/sec 最大汚水流出量

ポンプ （2） ＝ ㍑/sec

用途・規模別FUDの計 FUD FUD FUD FUD FUD （3） 固定排水量 ＝ ㍑/sec

（％） （％） （％） （％） （％） （ ） ㍑/sec ⑩

（％） （％） （％） （％） （％） （4） （ ） ㍑/sec ㍑/sec

FUD FUD FUD FUD FUD （ ） ㍑/sec

（注） 排水負荷単位（ＦＵＤ）の小計は、小数点第２位を４捨５入。 （例） 123.45fud - 123.5fud
最大汚水流出量は、小数点第３位を切捨。 （例） 5.455㍑/S - 5.45㍑/S

⑩ ⑪

①'

②'

①'

②'

最 大 汚 水 流 出 量 計 算 表 最 大 汚 水 流 出 量 算 定

F U D（計） F U D（計）

4.0

個）+（ ㍑/secℓ/s× 個÷

㍑/sec

※　AM1:00から
AM6：00までの排水
最大値

(洗浄弁）(洗浄ﾀﾝｸ）

(洗浄弁)
ＦＶ

FUD

器 具 補 正 率 ( ％ )

昼間ポンプ 自然排水 合計排 水 負 荷 単 位 (FUD) 計

同 時 使 用 率 ( ％ )

補 正 後 FUD の 小 計

～AM ～AM ～AM

㍑/m÷3.8㍑/m×2

吐出量　　　　　時間

ℓ/分

F U D（計）

用 途 ・ 規 模 別 個 数 及 び F U D の 小 計

F U D（計）F U D（計）

(洗浄ﾀﾝｸ）
ＬＴ

大　便　器

〃 8.0

個）＝

　　※　器具補正率がかかる場合は、便器個数を補正する

㍑/sec

㍑/sec

（1）,（2）の内、大きい値＋
（3）と（4）を比較し最大値と
する

排 水 時 間

排 水 時 間

排 水 時 間

排 水 器 具 負 荷 単 位 合 計

昼 間 ポ ン プ 最 大 吐 出 量

時間制御量

ポンプ名

㍑/m÷3.8㍑/m×2

㍑/m÷3.8㍑/m×2

㍑/m÷3.8㍑/m×2
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